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本来、議会の議決・決定を経なければならない事柄について、地⽅⾃治法の規定及
び議会の指定した事柄について、町⻑が議会の議決・決定の前に⾃ら処理すること。

議会に対し、法令上定められた事項についての意⾒を聞くこと。議会は諮問を受けて意⾒を答申
する。法的には答申内容に拘束されるものではないが、できるだけ尊重すべきものとされている。

専決処分
町道小坂環状線車両事故に関する和解及び損害賠償の決定
陣区里道倒竹確認作業に伴う停電による飲食店への損害に関する和解及び損害賠
償額の決定

契約の締結
地方創生道整備推進交付金事業　町道小敷田西往還線　道路改良工事

条例等の改正・制定
御船町一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定
御船町長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定
御船町議会の議員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定
御船町職員の定年に関する条例の一部を改正する条例の制定
御船町議会議員及び御船町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の
一部を改正する条例の制定　　など

同意
御船町固定資産評価審査委員会委員の選任（堀野弘⼦⽒）

諮問
人権擁護委員の候補者の推薦（松岡秀明⽒、藤本⿓巳⽒）

令和 4 年度補正予算
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会計名 補正額 補正後合計額
一般会計 +449,332 千円 13,743,131 千円

特
別
会
計

国民健康保険事業 +443 千円 2,457,995 千円
介護保険事業 +1,693 千円 2,295,184 千円
後期高齢者医療事業 +84千円 301,422 千円
緑の村運営事業 +441 千円 36,580 千円
公共下水道事業 +43,823 千円 621,661 千円
情報通信基盤施設運営事業 +100 千円 124,995 千円
水道事業　収益的支出 +2,844 千円 303197 千円
水道事業　資本的収入 +6,391 千円 111,168 千円
水道事業　資本的支出 ＋ 9,605 千円 270,612 千円

議会広報へのご意見、ご感想を
お寄せください！
スマホのカメラでQRコード
を読み込んで入力ください！

議案同様、議会の意思を決定するものであり、その決定に拘束される。

ご意見・ご感想はコチラ
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審議の一部を抜粋して掲載していま
す。他の審議内容はホームページまた
は、情報開示コーナーでご覧ください。

この QR コードからもどうぞ

P UPUPick

こ
こ

がポ
イント

高木セブン周辺の道路改良

問　町道小敷田西往還線の道路改良工事増額の
理由に、土質試験の結果、利用するには土質を
改良しなければならないとあるが、どのような
土質だったか。
建設課長　非常に含水率の高い土質で、試験結
果でも埋め戻し土としては適当でないとされた。
問　その他の理由に、歩道側に設置する転落防
止柵のデザイン変更が280万円とあり、一番金
額は大きいがどのようなデザインにするのか。
建設課長　御船町のＰＲも兼ねて、恐竜の図柄
にしたい。
問　隣接構造物の取扱いが補償から施工へと変
更になったことで、補償部分が減額されている
はずだが、増額分と差し引けばどうなるのか。
建設課長　当初算定した補償額が68万3,000円、

工事費に組み替えた場合が66万8,000円となる
ので、１万5,000円ほど安くなっている。

改良工事が進む小敷田西往還線

木倉小、教室を増築予定

問　木倉小の令和５年度入学児童数の増加に伴
う机椅子の整備などがあるが、教室の整備はど
うなっているか。
学校教育課長　本年度に特別教室の改修と増築
工事を行う。それに関する入札等は終了してい
る。来年度は校庭に増築を予定している。

令和4年度は支援学級を増改築中の木倉小
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ごみ施設と地域活性化を研修

問　ごみ処理施設整備が行われる地域活性化の
取組みに対する研修費として96万7,000円が出
ているが、どこの、どのような取組みを視察す
るのか。
環境保全課長　視察先として、廃棄物処分施設
から作り出される電力などを活用し公共施設や
周辺エリアにもエネルギー供給をする取組みが
実際に行われている、東京都武蔵野市、埼玉県
越谷市などを検討している。この施設は、建設
への過程で周辺住民や有識者等による協議会を
設置し、地域と一体となった施設づくりがなさ
れているので、このような部分も参考にしたい。

問　環境負荷軽減に関する視察研修などは考え
ているか。
環境保全課長　まずはエネルギーを活用した視
察をして、今後は環境負荷の軽減等、様々な取
組みがなされている先進地を視察する研修を
行っていきたい。
問　先進地視察と言えば成功事例を視察するの
が一般的ではあるが、逆に、失敗事例も研修す
る必要があるのではないか。
環境保全課長　今後は上手くいかなかった事例
なども含め情報収集に努める。

郵便局でもマイナンバー申請が可能に

郵便局でマイナンバー申請

問　マイナンバーカード交付の郵便局委託の説
明を求める。
町民税務課長　委託契約は九州郵政局の九州支
店と行う予定。国から封書で送付された申請書
一式を郵便局に持っていけば、交付申請作業が
最初から最後までできる。
問　中山間部の簡易郵便局でもできるのか。
町民税務課長　玉来郵便局、水越郵便局等もあ
るが、今回は九州郵政局傘下の七滝郵便局、御
船上野郵便局が対象である。
問　マイナンバーカードの取得率は、今年度ど
れくらいを目指しているのか。
町民税務課長　国はほぼ全ての国民が取得する
という目標を掲げているので、町もこの目標に
近づいていきたい。
問　コンビニでの住民票取得などのサービスは、
どれだけの町民がマイナンバーカードを取得し
たら行うのか。
町民税務課長　町民の取得率は考えず、来年度
には行う方向で検討したい。

問　入院等で体が動かず、本人のマイナンバー
申請ができないケースにはどう対応するのか。
町民税務課長　マイナンバーカードの申請交付
については、国の通知をもとに事業を行ってお
り、今回指摘の状況についても国に確認し対応
する。

4



「復興の鐘」設置場所を再検討

問　復興祈念モニュメント作成委託料が減額補
正されているが理由は何か。
企画財政課長　当初予算は設置工事の予算を含
めて組んでいたが、設置については再検討する
ことにした。理由は、設置場所をふれあい広場
内のブルック像の横と考えていたが「景観上不
都合がないか」「防災公園などに設置する方法
もあるのでは」「固定式ではなく可動式も考え
られるのでは」ということも検討するために一
度ゼロベースで考え直すことにして、今回補正
予算を計上した。

小坂小周辺の道路改良工事

問　ふるさと納税を財源とした設計業務委託
1,000万円があるが、設計委託のみで1,000万
円となれば工事は相当高額になるのではないか。
説明を求める。
建設課長　町道の小坂線と久保万ヶ瀬線の側溝
整備及びカラー舗装に係る測量設計業務委託で
ある。工事の規模は3,400万円程度を予定して
いる。測量業務が入っていることで設計費が高
額になっている。工事内容は、延長が約580メー
トル、カラー舗装を45センチの幅で整備をし
たい。
問　カラー舗装45センチというのは狭くない
か。
建設課長　広く引けるところは広く引きたいと
考えているが、用地の関係もあり最大で60セ

ンチ程度、狭いところは20センチ程度となる。
問　カラー舗装は、片側か両側か。
建設課長　片側だけを予定している。

木倉学童クラブを運営委託

問　債務負担行為における学童保育事業の説明
を求める。
こども未来課長　木倉放課後児童クラブの運営
は、現在保護者会により運営をされている。し
かし、来年度以降は保護者会での運営が困難な
ことから、令和４年10月にクラブ運営等外部

委託に関する要望書が保護者会から提出をされ
た。これを受け、来年度開始前に、クラブ運営
業務の事業者の選定、契約に関する事務執行な
どの準備行為を行うために債務負担行為を追加
した。

側溝に蓋のない小坂小の通学路

10⽉の復興祭でお披露⽬された復興の鐘
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12 月議会一般質問
町政を質す！

ただ 動画配信は
こちらから

福本　悟 議員

公共の場の環境整備の
推進は

田上　忍 議員

就学支援が御船町独自
だが

福永　啓 議員

課題解決はできたのか

田上　英司 議員

上益城５町ごみ処理施
設建設は

藤川　博和 議員

調整池設置・用水路改
良し御船川へ

森田　優二 議員

約450箱の岩石の整理、
何年かかるのか

増田　安至 議員

高齢者に優しいデジタ
ル社会の実現は可能か

宮川　一幸 議員

中山間地域の移住定住
と活性化は！

井藤はづき 議員

農業を支えるために何
ができるか
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Ａ . 誰もが安心して暮らせるよう

　　整備を行う

公共の場の環
境整備の

推進は

問 　公共の場の環境整備の推進は
町長　バリアフリー法やユニバーサル社会実
現推進法などに則り、改修等を行っている。こ
れからも、誰もが住み慣れた地域で安心して
暮らせるよう整備を行っていく。

問 　バリアフリー基本構想の作成は
福祉課長　主に駅やバスターミナルを中心とす
る地区や障がい者等が利用する施設が集まっ
た地区について作成するよう努めるものとされ、
作成していない。

問 　ユニバーサルデザイン化、バリアフリー
化の推進は
企画財政課長　全ての人が利用しやすい施設
となるよう改修等を行っている。今後、総合計
画のSDGsの取組と併せて推進していく。

問 　歩行空間の整備は
建設課長　視覚障がい者用の誘導ブロック
設置や通学路安全点検等により歩道の設置を
行っている。用地の確保が難しい箇所は、カ
ラー舗装等により歩行者空間の確保に努めて
いる。

問 　町営住宅の汚水処理施設（トイレ）の整

備計画は。
建設課長　継続
管理を予定の七
滝・玉虫団地に
おける合併浄化
槽は、令和５年
度から８年度にかけて予定。

問 　スポーツセンターのトイレ改修は
社会教育課長　女性用に洋式の数が少なく、
今後、建物の構造等を専門家に見てもらい改
修を検討していく。

問 　認知症バリアフリーの取り組みとは
福祉課長　認知症になってからもできる限り住
み慣れた地域で普通に暮らし続けていけるよ
う、生活のあらゆる場面で障壁を減らしていく。

問 　公共の場の環境整備の推進は、ユニバー
サルデザイン化、バリアフリー化の考え方を
庁内で共有化を図り、現状把握、使い勝手が
どうかそして事業計画を策定すべきと考える。
町長の考えは
町長　今後、長寿命化計画の改定などにおい
て、バリアフリー化及びユニバーサルデザイン
化を盛り込み、改修においても計画的に整備
できるよう取り組んでいく。

　人にやさしくだれもが利用しやすい環
境整備について、計画的な改修等が出来
ているのか。「第３期御船町障がい者基本
計画」の策定から１年７ケ月余りが経ち、
ユニバーサルデザイン化、バリアフリー
化の推進について、整備状況及び計画に
ついて伺った。

質問の背景

　人にやさしくだれもが利用しやすい環境
整備の基本となる「第 3期御船町障がい
者基本計画」が絵に描いた餅にならない
よう、担当課を中心にユニバーサルデザイ
ン化、バリアフリー化の考え方を庁内で
共有化を図り、今後の整備に期待する。

質問を終えて

福
本 

悟 

議
員

合併浄化槽設置予定の七滝団地

◀動画をチェック
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熊本地震について
問 　復旧については、一定程度の目安がつい
てきたように感じる一方で、創造的復興につ
いてはこれからの部分も多いと感じる。創造
的復興については、どのような部分がまだま
だなのか
町長　創造的復興で大変重要な部分である

「心の復興」に関しては、コロナの影響もあり、
道半ば。すべての町民が、本当に良い町になっ
た、ワクワクするような町になったと感じる
ように、教育、環境、文化、芸術、スポーツ
等、心の復興に資する施策に関して、ソフト
面、ハード面、共に力を入れていきたい。

竹バイオマス問題について
問 　なぜこのような問題が生じたのか。この
ような問題が二度と生じないためにどうしたら
よいのか
町長　期待をもって事業に着手したものの、
途中で事業遂行に課題が生じたことが判明し
たとき、町は止めることが出来ず、そのまま
継続して事業を進めていったことに大きな問
題があった。これを教訓とし、計画の立案・
管理・完了までしっかり確認をしながら、町
政運営に努めなければならない。

光ファイバー問題について
問 　光ファイバー網の民間譲渡は、11年前に、
約８億円の補助金で町が整備した設備を無償
で民間譲渡し、加えて約8000万円の補助金
という追い銭を打つ計画である。一方で町が
独自に整備した機器については、約1億2000
万円で売却するため、譲渡事業にあたって町
の実質上の負担はないが、そもそも国の補助
金は私たちの税金であり、しかも、補助金の
約半分は、この事業以外にも使えたところを
他の事業に優先して投入している。民間譲渡
は大変重大な決断だがその決断に至った理由
はなにか
町長　このままでは、町の財政上多額の負担
を強いられることになり、加えて、高額な加
入者負担金や、申込みから通信開通までの工
事期間の長期化等の課題に加え、企業誘致
にも影響が及んでいた。町として苦渋の決断、
しかし、最善の決断として、今回の民間事業
譲渡となった。

課題解決はで
きたのか

　藤木町政８年間を振り返り、主に、熊
本地震、竹バイオマス問題、光ファイバー
問題について、現状と認識について質問
した。

質問の背景

　今回の質問以外にも、解決しなければ
ならない政策的課題は山積しており、町
の課題解決にあたっては、執行部のみな
らず、議会の役割も極めて重要である。

質問を終えて

Ａ.未だ解決に至っていない部分もあり、

　 真摯に取り組んでいく

福
永 

啓 

議
員

動画をチェック▶
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Ａ.次年度より熊本市基準に変更する就学支援が御
船町独自だが

　低所得、ひとり親子育て世帯の対する
支援は御船町に住んでいても熊本市に住
んでいても、熊本県に住んでいれば同じ
支援が受けられるべきだ。そこで、御船
町の支援がどうなっているかについて質
問する。

質問の背景

　今までは御船町独自の認定方式であっ
たが次年度から熊本市と同等になる。こ
のような案件はもっと早く指摘して見直
すべきだったと感じた。

質問を終えて

問 　御船町の支援はどうなっているか
町長　低所得、ひとり親子育て世帯が抱える
悩みは様々であり多方面からの支援を必要と
している。子育てや教育、医療等にかかわる
窓口で相談事業を行い、福祉、教育、医療等
の関係部署が連携して対応している。
問 　生活支援はどうなっているか
こども未来課長　相談型の支援として該当の
保護者が抱える悩みや経済的な問題解決に向
けた伴走型の支援を行う窓口として今年度か
ら、子ども家庭総合支援拠点を設置し、専門
職及び児童相談員が現務に当たっている。経
済的支援として児童手当、子ども医療費助成、
養育医療費、育児用品券がある。またひとり
親に特化した支援で児童扶養手当、ひとり親
家庭等の医療費助成、今年度の限定措置だが
子育て世帯生活支援特別給付金がある。
問 　支援を受ける基準はどうなっているか
こども未来課長　他の⾃治体と同じ支援基準
となっている。育児用品券は町独⾃の支援事
業なので基準も独⾃である。

問 　就学支援はどうなっているか
学校教育課長　低所得者、ひとり親世帯への
支援につきましては、学校教育法及び学校保
健安全法に基づき、経済的な理由によって就
学困難と認められる児童生徒または入学予定
者の保護者に対し就学援助を行い、学用品一
式、給食費、修学旅行費などの援助を行って
いる。

問 　支援の基準はどうだ
学校教育課長　生活保護世帯、そのほか生活
保護世帯同様に困窮していると教育委員会が
認めた世帯となっている。生活保護の基準に
一定の係数を掛け、その基準額以下である世
帯としている。
問 　認定にどれだけの労力がかかっているか
学校教育課長　申請書、添付資料の確認、基
準枠の計算にかなりの日数がかかっている。
計算は⾃治体によって認定基準が異なる。
問 　認定が他自治体と異なるが今後どうする
のか
学校教育課長　学校教育課で調査して教育委
員会で認定基準の見直しを協議した。次年度
から熊本市基準を参考に変更したい。新たな
基準になると今年度は20人弱が追加となり
約103万円の増額だ。
問 　約20人に対して遡及処置はできないのか
企画財政課長　法令不遡及の原則等もあり令
和５年度からの
適用が適当であ
る。

続 け て 廃 校 に
なった学校の活
用について質問
を行った。

田
上 

忍 

議
員

御船中学校

◀動画をチェック
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問 　オンライン化と高齢者負担・地域公共交通は
どうか
町長　国は「デジタルの活用により、多様な幸せ
が実現できる社会、誰一人取り残さない、人にや
さしいデジタル化」を目指し、子育て・介護・被
災者支援など利便性向上を享受できる新システム
を導入する。町でも令和5年から新システムの稼働
予定で、高齢者への負担軽減に努める。
問 　デジタルサービスとは
総務課長　令和5年1月から、子育て15手続き、介
護11手続き、被災者支援1手続きの計27の手続き
について、オンライン手続きが可能となる。
問 　マイナンバーカードをコンビニで使用できな
いのはなぜか
町民税務課長　令和5年度内にコンビニ交付を対
応する。
問 　町のカード取得率は
町民税務課長　約50％ (令和4年11月20日現在)。
問 　自動車保有関連への影響は
総務課長　車検時納税証明書の提出が不要とな
る。軽⾃動車税は令和5年4月からQRコード対応と
なる。
問 　介護保険負担や医療費負担はどうか
福祉課課長　介護保険料は、令和3年度から令和
5年度まで基準額の変更ない。
健康づくり保険課長　医療保険は、65 ～ 74歳の
国 保 高 齢 化
率 は 年 々増
加し、「団塊

の世代」が後期高齢者に切り替わるため給付費の
増加が予測される。
問 　個人負担はどうか
健康づくり保険課長　疾病の早期発見・予防に努
め出来るだけ負担が少なくなるよう対応する。

問 　「みふねバスフェスタ2022」は
企画財政課長　本年11月20日に交通事業者と連
携してバスの乗り方説明を行った。町中心部をバ
ス乗車体験、バス運転席で記念撮影、ぬり絵・ク
ラフトコーナーなど行い、約160名の参加があった。
問 　限界集落へのサポートは
企画財政課長　地域の特性・ニーズを十分把握し
て使い勝手の良いものを計画する。
問 　実証実験はどうか
企画財政課長　来年度に試験運行を予定。

高齢者に優しい
デジタル

社会の実現は可
能か

Ａ.「誰一人取り残さない、人にやさしい

　   デジタル化」を目指します

　デジタル社会は高齢者にとって住みに
くい社会。国の施策をどう実現するか、
町の対応を見守りたい。

質問を終えて

　近年、情報通信技術の進化が止まらな
い。次年度から、高齢者の医療・介護・
地域公共交通など多方面の影響が考えら
れるため、執行部に質問した。

質問の背景

年　度 均等割額 所得割率
平成30年度・令和元年度 47,900円 9.26%
令和 2年度・3年度 50,600円（+2700） 9.95%（+0.69）
令和 4年度・5年度 54,000円（+3400） 10.26%（+0.31）

（参考）御船町の過去の保険料率

増
田 

安
至 

議
員

①令和元年度 4,416人（2,061人） 46.6％
②令和2年度 4,251人（2,095人） 49.2％
③令和3年度 4,111人（2,097人） 51.0％

（参考）御船町の過去3年間の国保高齢化率推移

動画をチェック▶
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問 　中山間地域における移住定住の受け皿づくり
について、地域の魅力発信と併せて受入れ体制の
整備が必要であるが、町の方針は
企画財政課長　御船町空き家等対策計画に基づき、
来年度は空き家調査を実施。町内の空き家を把握
し、空き家バンクへの登録を促進し有効活用したい
と考えている。また、上野地区にある空き家を改修
し、おためし移住ハウスとして活用し、移住定住に
つなげていきたい。
問 　上野吉無田インター周辺への、企業誘致の予
定は
商工観光課長　第６期総合計画や復興計画では、
産業新興エリアに位置づけてあるが、周辺は起伏や
高低差が大きく平坦地が少ないので、狭い敷地でも
立地できる企業誘致を推進するなど、産業振興に
取り組んでいく。
問 　廃校を利用した小さな拠点づくりについて、町
の方針は
社会教育課長　廃校を利用した小さな拠点づくりに
ついて、町の方針は立ててはいない。地域の意見を
伺いながら、活用を考えていく。

　協議会からの提言に対し、町も真摯に受けと
め、検討するにとどまらず、できるものは早急
に実施し、時間を要する提言は協議会と協議し
ながら前向きに対応していただきたい。

質問を終えて

　中山間地域の移住定住と活性化について、令和
３年10月に、御船町中山間地域移住定住促進協
議会を設立され、本協議会より御船町へ御船町中
山間地域に住みたい、住んでよかった、住み続け
たいと思う人を増やすための提言がされている。
　そこで、御船町の提言に対する対応について質
問する。

質問の背景

問 　中山間地域に特化した課の設置をする考えは
総務課長　来年度すぐにとは考えてない。今後の検
討課題にする。
問 　御船町中山間地域総合計画の策定をする考え
は
企画財政課長　御船町総合計画の基本施策に、移
住定住の促進がある。中山間地域の移住定住施策
を重要項目の１つとして実施計画に掲げ、その成果
を検証していく。
問 　総合計画の策定ができないのであれば、御船
町中山間地域活性化計画は策定できないか
企画財政課長　中山間地域活性化計画または振興
計画は、他⾃治体に策定されている例があるので
参考にしていく。
問 　七滝中央小学校、滝尾小学校の児童数減少対
策について、何らかの対策を講じていくべきと思う
が、町の考えは
学校教育課長　七滝中央小学校の小規模特認構
成制度を活かし、就学前の児童の保護者に対して、
学校見学会などを行っている。各学校の特色などを
ホームページや広報などを通して紹介していく。
企画財政課長　町ホームページに掲載する移住定
住サイトが非常に重要な役割を担っている。現在、
移住定住サイトの内容の充実に向けて作業を進めて
いる。空き家バンク等の情報をはじめ、求人情報
や町内小・中学校のサイトとリンクするなどして、住
みよさをしっかりＰＲをしていく。

中山間地域の
移住定住

と活性化は！
Ａ . 定住する仕組みを共に考えできる

　  ことからなし遂げていきたい

宮
川 

一
幸 

議
員

協議会とボランティアによる空き家の清掃

◀動画をチェック
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A. 現状をふまえた支援を検討する
農業を支える

ために

何ができるか

　産業としてだけでなく多面的な機能を
担う農業ですが、いま危機的状況にあり
支援を必要としています。今回は農業者
の生の声を行政に届けたいという思いで
質問しました。

質問の背景

　今回はこの他にも「学校施設の改修」
について質問しました。ほとんどの学校
施設が築40年を超える中、子ども達が学
ぶ環境を整えるために早急な改修が求め
られます。

質問を終えて

問 　まずは、今営農している農業者が長く続
けられるよう、国の災害復旧事業の対象から
外れてしまう小規模の災害復旧を町で支援で
きないか
農業振興課長　中山間地域等直接支払交付金
を活用した集落単位での農地保全に加え、特
に災害が多く耕作条件の不利な中山間地域農
業の持続可能な営農につなげるためには必要
な支援だと考え、協議を進めていく。
問 　御船町の課題である竹林整備で、粉砕機
の導入を検討している農業者もいるが高額の
ため踏み切れない場合も多い。町で粉砕機を
所持し貸し出すことはできないか
農業振興課長　竹林による森林荒廃が問題と
なっている。中山間地域ではタケノコが主要
な生産物の１つでもあり、農業者支援事業の
１つとしてこれから検討を行う。
問 　鳥獣被害対策として町としても様々な取
組みをされているが、情報が行き渡っていな
い。改めて現在どのような支援策があるか
農業振興課長　国庫事業での電気柵・ワイ
ヤーメッシュ柵支援があるが、要件に該当し
ない部分を町単独で支援している。補助率は
50％、上限額は15万円である。来年度から
は年２回の広報掲載と併せて、各種会議で周
知を行う。

問 　１反以上という面積要件は中山間部の実
情に合わないので緩和の考えはないか。また、
昨今の物価高から補助率の拡充も必要ではな
いか
農業振興課長　中山間地域の営農状況を踏ま
えた面積要件の緩和と併せて、補助率拡充の
協議を行う。
問 　最近はシカやアナグマが増えているが、
現状を踏まえて捕獲報償金の内容を見直す考
えはないか
農業振興課長　令和２年度からくくりわなに
よる捕獲の実施で、シカの捕獲実績が伸びて
いる。また、アナグマ被害は年々増加し対策
の必要性が強い状況だ。シカ捕獲報奨金の拡
充とアナグマ捕獲報奨金の新設について検討
する。

井
藤
は
づ
き 

議
員

動画をチェック▶

農作物や家畜の飼料を食べて丸々太ったイノシシ
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問 　内水対策について、集中豪雨の時、辺田
見山から大量の雨水の排水対策は、どのよう
に考えているか
環境保全課長　上辺田見地区に調整池の設置
や現在使用している用水路を改良し、御船川
へ排水出来ないか。庁内にプロジェクトチー
ムを編成して、調査を行なっている。

問 　小中学校の英会話授業にリスニングやス
ピーチが出来る機材は整備されているか
学校教育課長　教室では、ペアになって会話
をしたり、グループで英会話を行なったり、
タブレットを使用し、発音を聞いて、発声の
練習を行なっている。
問 　都立高校入試に、本年度から、スピーキ
ングテストが実施されたが、熊本県では、い
つから実施されるか
学校教育課長　実施は未定。

問 　コストコ出店により、 町に影響はあったか
商工観光課長　ネームバリューが増し、町の
知名度が向上した。又、周辺に多くの企業や
マンションが建ち、町の活性化になっている。
問 　コストコから、市街地までの開発計画は
商工観光課長　445号線沿いに、インター

チェンジから市街地まで商店や住宅が立地出
来るように土地利用調整ゾーンとしている。

問 　台湾からの企業進出の状況は
商工観光課長　台湾を訪問し、台湾青年会議
所、顔副会頭を企業誘致のアドバイザーに任
命した。

問 　町長に本日の課題について、解決には数
年かかると思う。実現に対して、町長の考え
は
町長　今後の町づくりを進めていく上で、非
常に大事な課題であると認識している。 一
朝一夕に解決できる課題ではない。 課題に
向けて、短期的・中長期的対策を講じながら、
実現に向けて引きつづき、しつかりと取り組
んでいく。

Ａ.プロジェクトチームを

　 編成し、調査中

調整池設置・用
水路改良し

御船川へ

　役場周辺やふれあい広場の内水対策に
ついて、又、辺田見山からの大量の雨水
を上辺田見地区の用水路を改良し御船川
へ排水が出来ないか。
　小・中学校の英会話授業の状況。コス
トコ出店で町に影響はあったか。
　コストコから町内市街地までの開発に
ついて質問する。

質問の背景

　内水対策は、プロジェクトチームを編成
して、調査の段階へ前進している。
　英会話はヘッドホンを使用して、英会話
の上達を目指す。
　宅地開発により、住宅や人口が増加し、
コストコ出店により、企業の進出も増加し
て、町の固定資産税が約１億円以上の増
額が見込まれる。

質問を終えて

上辺田見地区の用水路

藤
川 

博
和 

議
員

◀動画をチェック
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問 　今後の御船町の役割について
環境保全課長　町道・農道のインフラ整備、 
交通安全対策、地域振興策の実施、県条例
に 基づく環境アセスメントヘの対応、住民へ
の説明がある。

問 　環境保全条例を作る予定はないか
環境保全課長　環境保全条例の制定は検討し
ていない。

問 　地域協議会を立ち上げるというが、どう
いう性格なのか、推進協議会か
環境保全課長　施設建設を推進する組織では
なく、地元の意向のための協議会である。

問 　住民の不安・懸念の解消にもっと努力が
必要、さらにこれからも力を入れていけるか
環境保全課長　今後も丁寧な説明で理解を求
めていき、尽力していきたい。

問 　環境アセスメントに不適格となれば責任
は町にあるとの町長発言もあったが、最終的
な白紙撤回も視野に入っているのか
環境保全課長　可能性はゼロではないと認識
しているが、具体的な協議は進めていない。

問 　本来、事業者によって利益を追求する資

本主義は地球温暖化などの環境汚染をもたら
すことから行政の裁量権の見地から住民の命
の危険性を払拭する考えはないか
環境保全課長　町の課題などを解決するため
住民の理解を得ながら前に進めることが行政 
の役割と認識している。

問 　この問題に関する行政の価値観とは何か
環境保全課長　一般廃棄物処理への町の責任
を果たし、財政負担を軽減し、将来における
住民サービスを位置づけ住み続けたい御船町
を実現することにある。
問 　町のため、住民のためという崇高な価値
観は年齢や立場が変わっても変わることなく
全体の奉仕者として頑張って貰いたい。事業
者のこの事業にはデメリットはないという前提
での環境アセスは信用できない、上野から引っ
越すという住民もおられ移住定住も危ぶまれ
るのではないのか
町長　住民を納得
させるという思い
で進めてはいない、
より良い事業にな
るよう、共に考え・
学び、共に進めて
いきたい。

Ａ.丁寧に説明責任を果たすことが

　 町の責任である

上益城５町ご
み処理

施設建設は

　５回目の関連質問、地方自治は民主主
義の根幹であり、議会は言論の府、議員
活動の基本は言論である。将来の御船町
の礎を作るうえで問題を先送りすること
があってはならない。

質問の背景

質問を終えて
　価値親を共有できなければ考え方は平
行線のままであり、行政への批判・不信
は続く、今まさに真剣に考える大切な時
期である。

この声を無視できるのか

田
上 

英
司 

議
員

動画をチェック▶
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Ａ . 整理が進むよう計画的に進めたい約450箱の岩
石の整理、

何年かかるの
か

　収蔵物の移転もようやく終わり、交流
ギャラリーも通常の使用ができるように
なった。しかし、多くの課題が残っている。
10周年に向け早急に課題改善、組織改革
が必要と思われる。

質問の背景

　町長の３期目の出馬表明もあったが、
１期目、２期目で培った経験を活かし、「ワ
クワクする御船町・住み続けたい御船町」
の実現に向かって頑張っていただきたい。
　また、一般質問で答弁できないような
グッズ販売には問題がある。早急な改善
が求められる。

質問を終えて

問 　約450箱の岩石の整理は、今後どのよう
な計画を立てているのか
社会教育課長　化石を取り出す作業をしてい
る。年間150個程度、約３箱程度である。
問 　年間3箱程度だったら、450箱は何年か
かるのか。まず岩石の整理が必要ではないの
か
教育長　450箱の岩石が、少しでも整理が進む
ように計画的に進めていきたい。
問 　９月議会の一般質問で、答弁ができてい
ない件について、昨日報告があった。１枚に
簡単にまとめてあったが、数字の根拠が分か
らない。再度根拠を示してほしい
教育長　資料に基づき分かりやすく数値化した
ものである。何十枚という資料はある。
問 　きちんとした答弁を求めたい。それで
は「その他見本21個、破損及び不明分17個」
の説明を
社会教育課長　見本と破損については確認し
ていない。
問 　カルチャーセンターのホールの管理費と
使用料は
社会教育課長　管理費は約796万円。使用料
は約90万円。
問 　益城の文化会館のような自主事業出来な
いのか
社会教育課長　益城は指定管理制度で運営。
⾃主事業を増やしたい。

問 　町長も１期目は熊本地震、２期目はコロ
ナ禍でなかなか動けない中に、コストコの誘
致、ビジネスホテルの誘致、11月には台湾企
業誘致の説明会参加のために台湾へ行くなど、
積極的な行動が見られた。３期目は、今まで
の経験を活かし、御船町の将来像を作ること
が使命だと思うが、この３期目に対しどのよう
な考えかをお聞きしたい
町長　御船町の総合的復興そしてその先の発
展を実現し、何よりも町民の皆様の笑顔が満
ち満ちているまちづくりを進めるために努力を
尽くす覚悟である。御船町のまちづくりを引き
続き進めていく、そのためにこれまで取り組ん
できた経験を生かして、３期目となる次期町
長選に出馬することを決めた。この場を借りて、
宣言する。

山積みされている未処理の岩石

森
田 

優
二 

議
員

◀動画をチェック
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委員会報
告

「予算決算特別委員会」3月議会から始動
予算決算審査検討特別委員会 委員長　福永　啓

　委員外の議員、及び執行部から意見聴取を行い、予算決算の委員会審議について、最終案をまとめた。
今後、２月の議会で「予算決算特別委員会」を立ち上げ、３月の議会で初めての委員会審議を行う計
画となっている。委員会審議について、フロー図（P17参照）を作成した。

　下辺田見横手地区から、用水路が浅いため十
分な排水ができない、下辺田見公園から御船川
に流れ込む用水路が１本のみで大雨のたびに公
園の用水路から地区の用水路に逆流して浸水被
害が発生している。何とかならないかと陳情書
が出された。委員会では、担当の建設課と現地
に行き状況を確認し、対応策を協議した。公園
の用水路は国土交通省管轄であることから、ま
ず建設課に国交省緑川上流出張所と協議をすべ
きだとの結論に至った（6/16）。
　緑川上流出張所との協議の結果を聞くため２
回目の委員会を開いた。国としては陳情書の件
については了解するが、要望書を出すにあたって
は浸水の状況が分かるような写真等を要望書に
添付して欲しいとのこと。陳情者に写真等がな
いか尋ねたが、写真等はない。建設課としては
７月の豪雨時に現地に足を運んだが、浸水状況

にはなく写真は撮れなかったこと、また町の「内
水対策プロジェクトチーム会議」において、横
手地区を新たに浸水対策地域に追加して、今後
対応を検討することになった等々の報告を受け
た。
　以上の報告を踏まえて委員会は陳情書を「趣
旨採択」とした（12/19）

委員会報
告

大雨のたびに浸水被害、何とかして欲しい
産業厚生常任委員会 委員長　 岩永宏介

現地視察する委員ら（６/16）

検
討
委
員
会
発
足

予
算
決
算
特
別
委
員
会
始
動発足第 1回目の会議 福岡県先進地視察 専門家の意見聴取 執行部の意見聴取

R4.５月 R4.６月 R4.９月 R4.11月
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 3 日（金） 全協（予定）
 ９ 日（木） 議会（予定）
21日（火） 上益城広域連合議会、 
 上益城消防組合議会
22日(水） 県議長会定期総会
24日（金） 御船町甲佐町衛生施設 
 組合定例会、議運（予定）
27日（月） 御船地区衛生施設組合 
 議会定例会

議会の予定2月

ひと

かがやく
人と人がつながる御船町

　

私
は
６
年
前
に
山
都
町
か
ら
御
船
町

に
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。
実
家
が
農

業
を
し
て
い
る
の
で
、
私
が
小
学
生
の

時
は
平
成
音
楽
大
学
付
近
で
ジ
ャ
ガ
イ

モ
や
人
参
の
収
穫
の
手
伝
い
を
し
、
お

昼
ご
飯
に
は
よ
く
福
寿
亭
や
た
し
ろ
食

堂
に
兄
弟
と
父
親
と
一
緒
に
食
べ
に

行
っ
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
ま
だ
ス
ー

パ
ー
や
住
宅
地
も
少
な
く
田
ん
ぼ
が
一

面
に
広
が
っ
て
い
た
の
を
よ
く
覚
え
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
長
男
が
御
船
町
を
拠
点
と
し

て
活
動
し
て
い
る
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム

（
ヴ
ァ
ン
ク
ー
ル
熊
本
）に
所
属
し
て
お

り
、
こ
の
チ
ー
ム
の
人
と
し
て
の
育
成

方
針
や
『
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
の
楽

し
さ
』『
成
長
す
る
喜
び
＝
勝
利
の
喜

び
』
に
共
感
し
、
毎
週
火
曜
日
と
木
曜

日
に
御
船
町
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
練
習

を
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
県
大
会
準
優

勝
と
い
う
結
果
で
し
た
。
コ
ー
チ
と
保

護
者
、
選
手
が
一
丸
と
な
っ
て
掴
ん
だ

結
果
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
元
々
山

都
町
出
身
な
の
で
御
船
町
に
知
り
合
い

が
多
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
同
じ

チ
ー
ム
の
保
護
者
が
人
見
知
り
の
私
を

快
く
受
け
入
れ
て
く
れ
、
今
で
は
一
緒

に
町
内
の
居
酒
屋
で
飲
ん
だ
り
家
族
ぐ

る
み
の
付
き
合
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
休
日
に
は
３
人
の
子
ど
も

達
と
一
緒
に
恐
竜
公
園
に
行
き
ま
す
。

公
園
で
は
親
も
子
も
楽
し
く
い
ろ
ん
な

会
話
を
し
た
り
子
育
て
に
つ
い
て
話
し

て
み
た
り
、
恐
竜
公
園
が
一
つ
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
な
り
人
と
人
が
繋
が
り
地

域
の
絆
の
場
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
沢
山
の
出
会
い
に
感
謝
し
こ

れ
か
ら
の
御
船
町
の
更
な
る
発
展
に
期

待
し
つ
つ
、
私
た
ち
が
自
身
で
で
き
る

事
を
見
つ
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

モニター
コラム

　

　「
民
主
主
義
は
発
言
し
な
い
者
に
は

味
方
し
な
い
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、「
発
言
し
な
い
の
は
民
主
主

義
の
放
棄
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
言
葉
は
、
国
の
政
治
だ

け
で
は
な
く
地
方
の
政
治
に
も
あ
て
は

ま
る
と
思
い
ま
す
。

　
私
が
議
会
モ
ニ
タ
ー
に
応
募
し
た
理

由
の
一
つ
は
、
議
会
を
傍
聴
し
、
私
見

を
提
言
し
、
そ
の
中
の
一
つ
で
も
町
の

政
治
に
反
映
さ
れ
れ
ば
い
い
と
思
っ
た

か
ら
で
す
。

　
か
つ
て
、
東
京
都
杉
並
区
の
一
人
の

女
性
が
投
稿
し
た
新
聞
記
事
を
き
っ
か

け
に
、
全
国
に
核
兵
器
反
対
運
動
が
広

が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
た
っ
た
一
人
の

発
言
が
世
の
中
を
動
か
し
て
い
っ
た
の

で
す
。

　
傍
聴
席
に
は
ま
だ
ま
だ
空
席
が
あ
り

ま
す
。
御
船
町
を
よ
く
す
る
た
め
に
、

年
に
数
回
で
も
い
い
で
す
か
ら
、
ぜ
ひ

多
く
の
町
民
の
皆
様
が
議
会
を
傍
聴
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

■
議

会
広

報
編

集
特

別
委

員
会

 （
委

員
長

）井
藤

は
づ

き
（

副
委

員
長

）田
上

忍
　

　
　

　（
委

員
）藤

川
博

和
、

福
永

啓
、

森
田

優
二

、
田

上
英

司
■

発
行

：
熊

本
県

御
船

町
議

会
　

■
責

任
者

：（
議

長
）池

田
浩

二
　

　
住

所
：

〒
861-3296

熊
本

県
上

益
城

郡
御

船
町

大
字

御
船

995-1　
電

話
096-282-1386　

FAX096-282-1476　
メ

ー
ル

：
gikai@

tow
n.m

ifune.lg.jp

モニター
コラム

多
く
の
町
民
の

傍
聴
を
期
待

常石訓弘
議会モニター

３
年
ぶ
り
の
サ
ロ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

（
１
月
14
日
）

中辺田見
藤山裕誠

議会HPはこちら ご意見・ご感想はこちら


